
嬬集後記

コロナ手識のや、 心主里籾談室震の遂営と資格関係の災習授業をいかに進めるかに綴奔されたl年で
あった。語学選手に発令された1 ll護闘の緊急事態宣言れこより心理精霊長窪も｛；本塁震に追い込まれ、 来談下さ
る方々には苦言主義の一 時休止をお願いせざるit辱なかった。緊急纂慾3ま設の題等除後も感染予防のた
め、 ffi接は頻度を減らし、 プレイル ー ムでは隊られたおもちゃを介してのセラピーにならざる会得
なかった。 そうしたやで議室綴来談を取り1とめされる方々もいた。 コロナの影響古丸心走塁療法のプロセ
スや効果にどのように影響したかを判断するのは時期尚学かもしれないが、 今回ぷ紀要警に掲載きれ
た毒事例i研究にも、 童話獲の一時休iとや護霊長主の減少がクライエントや七ラピーのプa -I!スに与えた彩需要
が委主れているものがあるように感じる。次年露定以降もコロナの霊長毒事は続くことが予想され、 心理主相
談話量も大学弱体の方針に従いつつ署長款に逐営せざるを得ないと忍われる。 これまでき当たち前と考え
篠塚笑銭の火露首援としていた要員留の対極での翌日擦がさ当た号穏でなくなった今、我々の臨床の常みの
本繁とは何か、 その本繋を産量持するために侭ができるのかを考え、淡々の？？から重量床笑践を干写機u築
サる必重さにi患 られているように思う。

心理綴室長祭のスタ7フとして心理臨床の学び!l) 一歩在絡み出した大学院生にとっては、 コロナ械
での心理総床の営みは彼らの初期経験としてt去のキャリアに何らかの影響を残すかもしれない。f国
人的な翁になるが、筆者は大学践での臨床教育会終えた若手に自支持淡路大震災に見舞われ、被災響の
心意星学約支援のアウトワーチを経験した。 そのi努/J)絞殺は今＂（：＇もリアルiこ忽い怒こすことがモき
る。 ぞれが霊堂：3まの路床�践にどれほどのインパクト告と与えたのか自分でも燐絡には自覚できないで
いるが、 自分隊J警の取号組みをより�い社会的

視

妻子から見蜜す契機にはなったように思う。綴図の
対言語での隠さ義を添われるという今Iii]の以来挙カ室、 タライエントにとってどのように経験され、 セラ
ピーにどのような影響撃を及ぼすのかを、 大学院主主には初学者ゆえの純粋な隠と心で参与鯵番号して
いってもらえればと綴う。

｛石毛さ JI;-) 
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